
広
告

第
９
回

テ ー マ　稲美町のため池や農村などの特徴的な風景、また、身近な四季の風景や未来に伝えたい風景。
写　　真　応募写真は、６ツ切り 、 Ａ４ 、ワイド６ツ切り　のいずれかのサイズ（４ツ切り・ワイド４ツ切り
サイズ等　は不可とします）カラー・白黒、縦・横、余白の有無・大小は自由です。

平成25年1月1日以降に撮影された未発表の写真に限ります。
※特選・入選を受賞した作品は資料館で展示するため、受賞者には改めて半切サイズ（356 ㎜ ×432 ㎜）の

写真の提出をお願いします。
　 賞 　　特　選…１点（賞金３万円と賞状）　　入　選…２点（賞金１万円と賞状）　　佳　作…９点（賞状）
応募方法　応募用紙に記入のうえ、写真と応募用紙を資料館まで提出してください（郵送可）。応募写真の裏面にも

名前を記入してください（応募用紙貼付可）。
募集期間　平成27年１月31日（土）【必着】
審査発表　平成27年２月中旬ごろ発表予定
注意事項　◆応募は一人３点まで。

◆応募者は町内外を問いません。
◆特選・入選・佳作を受賞した作品はお返しできません。
◆受賞作品の使用権は主催者（稲美町・稲美町教育委員会）に帰属し、町ホームページや広報紙等への掲載、公

共施設での展示など、公共の目的で作品を使用する場合があります。返却を希望されなかった作品について
は、受賞作品と同様の取り扱いとします。返却を希望された作品で受賞しなかったものについては、公開使用
せずにお返しします。また、肖像権問題について、稲美町・稲美町教育委員会は責任を負いません。

問 合 先　郷土資料館　写真コンテスト係　〒675-1114 兵庫県加古郡稲美町国安1286-55　TEL／FAX 492-3770

　稲美町には、先人たちが長い時間をかけてつくった多くのため池や水路、水田、集落などが広がる特徴的
な風景（文化的景観）があります。今ある美しい風景を守り、未来へ伝えていけるよう取り組んでいます。

「残したい稲美町の風景」写真コンテスト「残したい稲美町の風景」写真コンテスト「残したい稲美町の風景」写真コンテスト

親元に住もう！親元に住もう！親元に住もう！親元に住もう！（稲美町親元近居住宅取得支援補助金）
　町では、平成25年度から町内の定住人口の増加を図るとともに、親子間の子育てや介護
などの支え合いを促進するために、町内出身者などの子世帯が、親元に新築住宅を新築す
る場合に稲美町共通商品券18万円分の補助を行っています。
　平成27年度末までの期間限定です！詳しくは都市計画課までお問い合わせください。
■補 助 金 額　180,000円分の稲美町共通商品券の一括交付
■補助対象者　平成25年の4月1日から平成28年3月31日までの間に町内に新築住宅を取得し親元に近居する

子世帯に属する、次のいずれにも該当する人です。
（1）補助金の交付申請日において、親世帯が町内に5年以上継続して居住している人
（2）新築住宅の住宅部分の所有権の持分が子世帯の合計で2分の1以上ある人
（3）町税等の滞納がない人
（4）稲美町田園集落まちづくり住宅新築促進事業補助金交付要綱による補助金の交付を受け

たことがない人
（用語の説明）
□親元近居　子世帯が親世帯と同じ稲美町内に定住すること
□新築住宅　新たに建築された住宅で、固定資産税評価基準に準拠する設備（玄関、台所、ト

イレ）を設けた者※2世帯住宅可
□取　　得　住宅を新築又は購入し、所有権登記すること
□定　　住　取得した新築住宅の所在地において、住民基本台帳に定める住民票の記載が町内

にあり、引き続き居住すること
■申請・問合先　都市計画課　都市計画係　☎492-9143    

このページのお問い合わせは、人権教育課（☎492－2550）

　

８
月
31
日
（
日
）、
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
人
権
文
化

を
す
す
め
る
町
民
運
動
推
進
強
調
月
間
」
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
第
28
回
稲
美
町
人
権
大
会
（
こ
こ
ろ
あ
っ
た
会
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
880
人
を
超
え
る
町
内
外
の
方
々
が
参
加

し
、
講
演
等
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
引
き
続
き
、
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
・
習
字

の
優
秀
作
品
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
入
賞
者
の
代

表
と
し
て
、
２
人
の
児
童
・
生
徒
の
作
文
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

坂
元
藍あ

い

さ
ん（
天
満
小
学
校
６
年
）の『
友
達
と
は
何
な
の
か
』

は
、い
じ
め
を
受
け
苦
し
み
な
が
ら
も
、「
相
手
を
大
切
に
し
て
、

信
頼
す
る
こ
と
こ
そ
が
友
達
な
の
で
す
。」
と
、
友
達
を
思
い

や
る
優
し
い
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
た
作
文
で
し
た
。

　

笹
倉
彰あ

き

人ひ
と

さ
ん
（
稲
美
中
学
校
１
年
）
の
『
小
さ
く
て
気
づ

い
た
こ
と
』
は
、
外
見
の
こ
と
で
の
悩
み
を
、
家
族
、
担
任
の

励
ま
し
や
先
輩
の
優
し
い
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、「
外
見
は
一
人

一
人
違
う
こ
と
。
他
の
人
と
違
う
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
く

個
性
な
ん
だ
。」
と
、
明
る
く
前
向
き
な
気
持
ち
で
暮
ら
す
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
作
文
で
し
た
。

　

そ
の
後
、『
心
で
つ
な
ぐ
笑
顔
の
和
・
輪
・
環
』
と
い
う
演

題
で
、
天
満
南
小
学
校
の
藤
本
孝た
か

仁ひ
と

教
諭
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ

ン
ダ
）
日
本
人
学
校
勤
務
の
経

験
を
活
か
し
、
ま
た
現
地
に
溶

け
込
む
な
か
で
長
年
の
夢
で
あ

る
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ

イ
カ
）
の
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
に
あ
る

現
地
小
学
校
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
現
実
は
厳
し
く
、

過
酷
な
自
然
環
境
や
不
安
定
な
電
気
と
水
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
糧
確
保
の
困
難
さ
、
言
葉
を
含
む
文
化
の
違
い
な
ど
で
差

別
に
あ
っ
た
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
な
が
ら
具
体
的
に
話

さ
れ
ま
し
た
。
心
身
共
に
疲
れ
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
藤

本
教
諭
の
生
き
て
い
く
支
え
と
な
っ
た
の
は
ナ
ミ
ビ
ア
の
子

ど
も
達
の
笑
顔
、
日
本
の
子
ど
も
達
の
応
援
だ
っ
た
と
振
り
返

り
、「
子
ど
も
達
の
笑
顔
は
宝
物
だ
。
そ
れ
を
守
る
の
が
私
た

ち
大
人
の
仕
事
だ
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
１
０
，
０
０
０
㎞
を
こ
え
て
つ
な
ぐ
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ナ
ミ
ビ
ア
サ
ウ
ン
ド
を
あ
な
た
に
・
・
・
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、

兵
庫
稲
美
少
年
少
女
合
唱
団
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
澄
み
渡
る
歌
声
と
太
鼓
の
響
き
は
、
広
大
な
ア
フ
リ
カ

の
大
地
で
歌
い
踊
る
、
ナ
ミ
ビ
ア
の
人
々
が
目
の
前
に
い
る
よ

う
な
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
素
晴

ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

合
唱
団
の
主
宰
者
で
あ
る
椿
野

伸の
ぶ

仁ひ
と

教
諭
は
ナ
ミ
ビ
ア
ま
で
出

か
け
音
楽
を
通
し
て
の
交
流
を

行
う
か
た
わ
ら
、
現
地
の
歌
を

採
譜
し
今
回
の
発
表
に
つ
な
げ

て
い
っ
た
こ
と
を
話
さ
れ
、
音

楽
指
導
に
か
け
る
情
熱
を
感
じ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
か
ら
は
、「
子
ど

も
達
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
、

自
分
が
何
が
で
き
る
の
か
考
え

さ
せ
ら
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

人権
を考
える
シリ

ー
ズ

192

ひ
ろ
げ
よ
う　

こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

第
28
回
稲
美
町
人
権
大
会

（
こ
こ
ろ
あ
っ
た
会
）
を
開
催
し
ま
し
た

藤本孝仁教諭

と
　
　
き
　
10
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
い
き
が
い
創
造
セ
ン
タ
ー
１
階
　
協
働
ル
ー
ム

面
談
時
間
　
１
人
あ
た
り
50
分
間

相
談
員
　
長
谷
川
ま
ゆ
み
氏
（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ペ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
特
定
社
会
保
険
労

務
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

　
再
就
職
や
起
業
を
め
ざ
す
女
性
や
地
域
活
動

な
ど
新
た
に
何
か
を
始
め
た
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
女
性
の
不
安
を
解
消
し
、
適
切
な
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
、
知
見
及
び
豊
富
な
経
験
を
有
す

る
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
し
込
み
　
先
着
３
人

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
人
権
教
育
課
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

直
接
窓
口
へ
来
ら
れ
る
か
、
電
話
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。

（
申
込
先
）人
権
教
育
課
　
☎
492
２
５
５
０

再
就
職
や
起
業
を
目
指
し
た
い
、

　
新
た
に
何
か
を
始
め
た
い
女
性
を
支
援
す
る

『
女
性
出
前
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
』

　
　
　
　
　
　
　
　 を
実
施
し
ま
す
！

『
女
性
出
前
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
』

　
　
　
　
　
　
　
　 を
実
施
し
ま
す
！

と
　
き
　
10
月
18
日
（
土
）
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
い
き
が
い
創
造
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師
　
藤
井
和
佐 

氏
（
岡
山
大
学
大
学
院

　
　
　
　
社
会
文
化
科
学
研
究
科
　
教
授
）

演
　
題
　『
農
村
社
会
に
お
け
る
女
性
リ
ー
ダ
ー

〜
地
域
が
変
わ
る
・
地
域
を
変
え
る
〜
』

※

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
当
日
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　（
問
合
先
）　
人
権
教
育
課
　
☎
492
２
５
５
０

『
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
す

『
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
す

わ
　
さ
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